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　初
御
空
八
十
路
半
ば
を
越
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　茂

　

今
年
の
正
月
に
詠
ん
だ
私
の
句
で
す
。
平
均
余
命
が
伸
び
て
い
る

と
は
い
え
同
級
生
も
少
な
く
な
り
、
何
と
か
頑
張
っ
て
皆
さ
ん
に
つ

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
老
骨
に
む
ち
打
ち
、
三
部
会
に
名
を
連
ね
て

い
る
特
異
な
会
員
の
一
人
と
し
て
「
蒲
郡
文
化
」
の
巻
頭
の
ご
指
名

が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
を
機
に
始
め
た
の
が
写
真
、
三
十
年
も
前
で
同
好
会
グ
ル
ー

プ
で
の
写
真
歴
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
偶
然
写
真
家
故
秋
山
庄
太
郎

氏
が
主
宰
す
る
全
国
組
織
「
花
の

会
」
を
知
り
、
加
入
し
て
花
の
写

真
を
撮
り
続
け
、
年
一
回
主
宰
に

認
め
ら
れ
た
一
枚
が
写
真
集
「
花
」

に
載
っ
て
全
国
出
版
さ
れ
、
六
つ

切
り
作
品
は
全
国
展
の
会
場
を
一

年
か
け
巡
回
す
る
と
い
う
楽
し
み

の
あ
る
写
真
生
活
で
し
た
。

　

文
協
の
写
真
展
へ
の
出
品
も
花

の
写
真
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
秋
山
庄
太
郎

氏
没
後
、
次
第
に
会
員
も
減
少
、

出
版
も
「
花
の
会
」
も
解
散
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で
も
写
真

仲
間
と
四
季
折
々
の
撮
影
会
と
年
四
回
の
写
真
展
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

水
墨
画
は
始
め
た
の
が
二
十
余
年
前
、
ご
指
導
を
受
け
た
数
々
の

先
生
方
も
他
界
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
墨
画
は「
濃
淡
」「
か
す
れ
」

「
ぼ
か
し
」
を
大
切
と
教
わ
り
、
絵
筆
を
持
つ
と
き
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。
い
っ
と
き
、
文
協
も
含
め
年
間
四
回
作
品
展
の
機
会
が
あ
り
、

出
品
に
追
わ
れ
た
頃
が
一
番
画
筆
を
持
つ
時
間
が
多
く
、
水
墨
画
の

勉
強
は
作
品
展
に
追
わ
れ
て
過
ご
し
て
き
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

俳
句
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
講
座
や
ネ
ッ
ト
添
削
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
十
年

ほ
ど
前
、
文
協
の
初
心
者
講
座
に
参
加
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

後
に
結
社
「
三
河
」
の
会
員
に
な
り
幸
い
に
も
俳
誌
「
三
河
」
千
号

発
行
の
年
に
在
籍
し
て
い
た
の

で
、
記
念
碑
の
建
立
や
大
会
な
ど

千
号
記
念
行
事
に
参
加
で
き
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
残
り

ま
し
た
。
立
派
な
記
念
句
集
に
も

載
せ
て
い
た
だ
き
宝
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
俳
句
は
大
勢
の
句
友
と

吟
行
や
句
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、

奥
の
深
い
道
を
こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ

く
り
と
辿
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

健
康
に
気
を
つ
け
生
涯
現
役
の

文
協
会
員
で
居
た
い
も
の
で
す
。

三
つ
の
趣
味

　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
文
化
協
会

顧

　問

　小

泉

　
茂

写真集「花25号」に掲載「ペラルゴニューム」

富士の嶺フォト575
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　愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会

東
三
河
部

　芸
能
大
会

　

７
月
９
日
㈰

12
時
30
分
よ
り

蒲
郡
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
に
て
、

５
市
１
町
が
そ

れ
ぞ
れ
の
演
目

を
披
露
し
た
。

開
会
式
は
、
愛

知
県
文
化
協
会

連
合
会
副
会
長

の
主
催
者
挨
拶
を
は
じ
め
、
愛
知
県
教
育
委

員
、
蒲
郡
市
長
、
衆
議
院
議
員
の
方
々
よ
り

祝
辞
を
頂
き
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、粛
々

と
開
催
さ
れ
た
。

　

芸
能
大
会
は
、
豊
橋
市
、
豊
川
市
、
新
城

市
、
田
原
市
、
設
楽
町
、
蒲
郡
市
の
５
市
１

町
の
ど
こ
か
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
が
、
今
年

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演
目
で
見
応
え

の
あ
る
舞
台
で
あ
っ
た
。

　

１
番
目
は
、
蒲
郡
市
文
化
協
会
よ
り
筝
曲

部
会
の
「
飛
鳥
の
夢
」
が
華
や
か
に
演
奏
さ

れ
た
。
い
つ
も
の
和
服
と
違
い
、
洋
装
も
ま

た
新
し
い
感
覚
で
あ
っ
た
。

　

２
番
目
は
、
田
原

市
文
化
協
会
で
舞
踊
の

し
っ
と
り
と
し
た
舞
い

に
続
い
て
、
優
崋
太
鼓

の
流
れ
る
よ
う
な
太
鼓

の
妙
技
で
あ
っ
た
。

　

一
転
し
て
３
番
目
は
、

豊
橋
文
化
振
興
財
団
の

舞
踊
結
月
流
元
佳
照
会

の
古
典
的
で
艶
や
か
な

踊
り
と
な
り
、
４
番
目

に
設
楽
町
文
化
協
会
の

大
正
琴
の
演
奏
で
華
や

か
な
舞
台
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
か

な
り
時
間
が
早
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
た
ま

た
ま
舞
台
袖
に
お
ら
れ
た
体
操
指
導
者
の
柴

田
先
生
に
お
願
い
を
し
て
健
康
体
操
を
し
た

り
、
休
憩
時
間
を
入
れ
た
り
し
て
時
間
調
整

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

５
番
目
は
、
新
城
市
文
化
協
会
の
遊
志
会

に
よ
る
筝
曲
の
演
奏
で
ふ
る
さ
と
民
謡
、
童

謡
な
ど
メ
ド
レ
ー
を
一
気
に
奏
で
、
６
番
目

の
豊
川
文
化
協
会
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
洋
舞
踊

の
演
目
で
、客
席
か
ら
は
「
マ
マ
ヤ
ッ
ホ
ー
」

の
掛
け
声
に
会
場
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り

を
み
せ
た
。

　

最
後
は
、
蒲
郡
市
文
化
協
会
洋
楽
部
会
の

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ド
ル
フ
ィ
ン
が
心

温
ま
る
コ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
よ
る
童
謡
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
、
癒
し
の
音
色
が
会
場
を

包
み
込
ん
だ
。
続
い
て
、
蒲
郡
市
吹
奏
楽
団

55
名
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
ホ
ー
ル
の
舞

台
で
は
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
の
迫
力
あ
る
演
奏

や
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日
」
等
、
趣

向
を
こ
ら
し
た
演
奏
を
楽
し
み
、
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
も
あ
る
中
、
お
し
ま
れ
つ
つ
も
定
刻

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
め
で
と
う

  

蒲
郡
Ｎ
Ｙ
コ
ー
ラ
ス

　

35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月
25
日
㈮

　

蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ

ク
ホ
テ
ル
に
て
、

25
名
の
メ
ン
バ
ー

の
優
し
く
澄
ん
だ

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
240

名
の
聴
衆
は
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

【写真部会】
8月26日㈯～ 9月21日㈭

【書道部会】
7月22日㈯～ 8月24日㈭
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【
法
人
・
団
体
】	
52
団
体
　74
口

蒲
郡
信
用
金
庫	

10
口

Ｊ
Ａ
蒲
郡
市	
５
口

㈱
オ
ダ
看
板
工
芸
社	
２
口

㈱
サ
ン
ジ
ュ
堂
印
刷	

２
口

㈱
鈴
木
新
聞
舗	

２
口

㈱
ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー	

２
口

蒲
郡
厚
生
館
病
院	

２
口

蒲
郡
民
謡
会	

２
口

蒲
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ	

２
口

三
豊
塗
装	

２
口

ダ
ス
キ
ン
き
ん
ば
ら	

２
口

い
ー
は
と
ぶ
会

今
岡
組
㈾

大
塚
印
刷
㈱

オ
レ
ン
ジ
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

額
縁
工
房
ぶ
わ
ん

菓
子
司
新
月

菓
子
司
梅
月
園
六
花

菓
子
司
両
口
屋

形
原
詩
民
ク
ラ
ブ

㈱
杉
村
建
設

㈱
鈴
木
文
具

㈱
佛
源

蒲
郡
岳
風
会

蒲
郡
国
際
交
流
協
会

蒲
郡
相
撲
甚
句

蒲
郡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

蒲
郡
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

蒲
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
蒲
郡
旭
町
店

菊
園
製
菓
舗

琴
修
会

く
す
の
き
会

さ
ざ
な
み
会

さ
ざ
な
み
短
歌
会

三
味
線
ゑ
ん
の
会

Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス

短
歌
金
曜
会

中
日
写
真
協
会

つ
げ
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

と
ら
や
製
菓

花
豊
㈲

花
の
店
花
木
土

花
水
木
短
歌
会

フ
レ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
か

ポ
プ
ラ
矯
正
歯
科

松
山
歯
科
医
院

名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

八
劔
雅
楽
倶
楽
部

遊
刻
倶
楽
部

和
翔
吟
游
正
翁
会

和
太
鼓
（
響
）

【
個
人
】
　
　
　45
名
　46
口

坂
部　
　

傑　

２
口　
　
　

青
山　

義
明	

板
倉　

宗
真

伊
藤　
　

伸	

伊
藤　

治
輝

大
竹　

翠
葉	

大
場　

宗
由

大
場　

康
議	

大
山　

敬
子

岡
本
八
千
代	

尾
﨑
八
重
子

小
田　

靜
鳳	

壁
谷　

桔
華

神
尾　

朴
水	

小
泉　
　

茂

近
藤　

向
華	

榊
原　

松
玉

佐
久
間
祥
煙	

杉
浦　

英
鳳

杉
浦　
　

才	

杉
田　

翠
風

鈴
木　

宗
和	

鈴
木　

博
翠

鈴
木　

瑞
夫	

竹
内　

慶
星

竹
内　

滋
泰	

竹
内　

政
雲

竹
内　

宗
綏	

竹
内　

良
一

遠
山　

翠
雲	

中
野　

宗
恵

新
実　

祥
悟	

西
川
佳
ふ
久

西
川　

延
子	

羽
田
喜
久
司

花
柳
家
登
紀	
林　
　

正
夫

伴　
　

捷
文	
広
中　

昇
平

福
井　

宗
苗	

藤
田　

海
陽

松
井　

晨
翠	

松
本　

守
雄

三
喜　

清
菊	

喚
田　

孝
博

平
成
29
年
度
特
別
会
員  

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
・
一
口
の
場
合
口
数
省
略
）

文
化
の
継
承

菊
花
部
会
長

　羽
田
喜
久
司

　

菊
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら

伝
わ
り
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ

た
江
戸
時
代
に
一
般
庶
民
に
菊

栽
培
が
広
が
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
菊
の
大
会
で
入
賞
す

る
と
新
花
の
苗
が
三
両
（
今
の

お
金
に
換
算
す
る
と
約
三
十
万

円
）
で
、お
金
と
名
誉
を
か
け
て
、

ま
す
ま
す
菊
栽
培
が
盛
ん
に
な

り
、
古
典
菊
と
し
て
現
在
も
残
っ

て
い
ま
す
。
大
菊
三
本
立
て
（
盆

養
）
は
、
明
治
二
十
年
代
に
流

行
し
ま
し
た
。

　

菊
文
化
の
伝
承
の
前
に
菊
栽

培
の
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

よ
り
美
し
い
も
の
、
価
値
の
あ
る

も
の
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
、
蒲
郡
の
文
化
祭
で
展
示

さ
れ
て
い
る
菊
は
盆
養
、
杉
作

り
、
懸
崖
、
福
助
作
り
で
す
。
部

会
で
は
、
大
菊
三
本
立
て
を
中

心
に
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

部
会
員
を
増
や
す
た
め
、「
講
習

会
」
や
「
会
員
の
勧
誘
」
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
会
員
の
増
加
に
は
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
せ
ん
。
菊
作
り
は
難
し

い
、
旅
行
に
行
け
な
く
な
る
等
の

理
由
で
躊
躇
さ
れ
て
い
る
方
が

見
え
ま
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
石
の
上

に
も
三
年
」
の
諺
も
あ
り
ま
す
。

わ
ず
か
三
年
で
菊
作
り
が
マ
ス

タ
ー
出
来
る
の
が
一
般
的
で
す
。

一
年
や
っ
て
う
ま
く
出
来
な
い

と
言
っ
て
辞
め
ら
れ
る
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
大
変
残
念

な
こ
と
で
す
。

　

美
し
い
大
輪
の
菊
を
咲
か
せ

た
と
き
の
喜
び
を
体
験
出
来
る

よ
う
に
勉
強
会
で
は
、
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
文
化
祭

で
は
、「
新
人
賞
」
を
設
け
、
新

人
の
定
着
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

菊
作
り
が
蒲
郡
か
ら
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
組
織
を
し
っ
か

り
し
、
西
浦
・
形
原
地
区
に
部

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
文
化

の
伝
承
に
繋
が
っ
て
い
く
と
信

じ
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

大菊三本立て
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
秋のお楽しみ展示　
スタンプおじさんの切手大集合 10月21日㈯～29日㈰

写真集団「雲」作品展 11月		1日㈬～12日㈰
北部公民館	水墨画教室展 11月15日㈬～19日㈰
おはなしおばさんのかわいい仲間たち展 11月23日（木・祝）～12月10日㈰
三谷水産高校展 12月16日㈯～24日㈰

新春色紙短冊展 		1月		4日㈭～		9日㈫
作品募集12月		1日㈮～23日（土・祝）

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
カンボジア子ども絵画展 10月12日㈭～18日㈬
のびる子作品展 10月21日㈯～24日㈫
模型作品展 10月28日㈯・29日㈰
海辺の文学記念館開館 20周年記念企画展
「常磐館を彩った絵画」

11月		3日（金・祝）～12月		3日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL67−5151）
月例茶会　席主：本多宗峰 12月10日㈰

お 　 知 　 ら 　 せ

市 民 文 化 祭 の ご 案 内市 民 文 化 祭 の ご 案 内
 市 民 会 館  市 民 会 館  市 民 会 館 ＊展示関係は10時（菊花展は9時）～ 17時（最終日は16時まで）

 博 物 館 ギ ャ ラ リ ー  博 物 館 ギ ャ ラ リ ー  博 物 館 ギ ャ ラ リ ー ＊10時～ 17時 （最終日は16時まで）

文化財めぐり　　　11月15日㈬　京都市内　清凉寺・野宮神社・廬山寺

協賛：小中学校音楽祭　11月18日㈯ 13：00～15：30 市民会館大ホール
　　　蒲郡っ子作品展　  1月26日㈮～28日㈰  博物館ギャラリー

開 会 式
11/3（金祝）
10時～
中ホール

菊 花 展

俳 句 会

11/3（金祝）～11/5㈰
大ホールロビー

11/11㈯13時～15時30分
大会議室

水 墨 展
11/3（金祝）～11/5㈰

絵 画 展
11/10㈮～12㈰

写 真 展
11/17㈮～19㈰

芸能発表会
11/4㈯ 9時半～17時
11/5㈰ 10時～17時

中ホール

書道展・工芸展

皐月盆栽展

11/3（金祝）～11/5㈰
東ホール

11/18㈯・19㈰
大会議室

11/5㈰13時～16時
東会議室

11/18㈯・19㈰
中会議室

11/5㈰10時～15時
大・中会議室・三興庵

11/18㈯・19㈰
東ホール

洋楽発表会
11/19㈰

13時30分～17時
大ホール

短 歌 会

水 石 展

筝曲演奏会
11/23（木祝）
10時～17時
中ホール

市 民 茶 会

華 道 展


